
(57)【要約】

　

【課題】本発明は、表示装置に係り、特に、液晶表示装

置及びその駆動方法に関する。

【解決手段】本発明は、第１または第２の２ドット反転

方式の極性配列を有する多数の画素を含み、水平方向に

延長されて、共通電圧の供給を受ける多数の共通配線を

有する液晶パネルと；前記液晶パネルの共通電圧が一定

なレベルを脱した場合、前記第１及び第２の２ドット反

転方式のうちから一つを他の一つに転換する駆動回路部

を含むことを特徴とする液晶表示装置を提供する。

【選択図】図５
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 第 １ ま た は 第 ２ の ２ ド ッ ト 反 転 方 式 の 極 性 配 列 を 有 す る 多 数 の 画 素 を 含 み 、 水 平 方 向 に
延 長 さ れ て 、 共 通 電 圧 の 供 給 を 受 け る 多 数 の 共 通 配 線 を 有 す る 液 晶 パ ネ ル と ；
　 前 記 液 晶 パ ネ ル の 共 通 電 圧 が 一 定 な レ ベ ル を 脱 し た 場 合 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の ２ ド ッ ト
反 転 方 式 の う ち か ら 一 つ を 他 の 一 つ に 転 換 す る 駆 動 回 路 部 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表
示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 １ の ２ ド ッ ト 反 転 方 式 は 、 各 水 平 画 素 列 で 、 １ 、 ２ 、 ２ 、 ...画 素 単 位 で 極 性 を
反 転 す る 方 式 で あ っ て 、 前 記 第 ２ の ２ ド ッ ト 反 転 方 式 は 、 各 水 平 画 素 列 で 、 ２ 、 ２ 、 ２ 、
２ 、 ...画 素 単 位 で 極 性 を 反 転 す る 方 式 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表
示 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 液 晶 パ ネ ル は 、 第 １ な い し 第 ３ 領 域 を 有 し て 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 領 域 は 、 各 々 ２ の
倍 数 の 垂 直 方 向 の カ ラ ー 列 を 有 し て 、 前 記 第 １ 領 域 は 、 前 記 第 ３ 領 域 よ り 高 い 階 調 を 有 し
て 、 前 記 第 ３ 領 域 は 、 前 記 第 ２ 領 域 よ り 高 い 階 調 を 有 し て 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 領 域 は 、 交
互 に 配 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 領 域 の う ち の 一 つ は 、 ホ ワ イ ト を 表 示 し て 、 残 り の 一 つ は 、 ブ ラ ッ ク
を 表 示 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 駆 動 回 路 部 は 、 前 記 液 晶 パ ネ ル の 共 通 電 圧 が 一 定 な レ ベ ル を 脱 し た 場 合 、 駆 動 転 換
信 号 を 出 力 す る 反 転 制 御 回 路 部 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 反 転 制 御 回 路 部 は 、 前 記 液 晶 パ ネ ル の 共 通 電 圧 の 入 力 を 受 け る 入 力 端 と 、 前 記 入 力
さ れ た 共 通 電 圧 が 一 定 な レ ベ ル を 脱 し た 場 合 、 前 記 駆 動 転 換 信 号 を 生 成 す る ス イ ッ チ ン グ
ト ラ ン ジ ス タ と 、 前 記 駆 動 転 換 信 号 を 出 力 す る 出 力 端 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に
記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 反 転 制 御 回 路 部 は 、 前 記 入 力 端 と ス イ ッ チ ン グ ト ラ ン ジ ス タ 間 に 位 置 す る 第 １ Ｒ Ｃ
並 列 回 路 と 、 前 記 ス イ ッ チ ン グ ト ラ ン ジ ス タ と 前 記 出 力 端 間 に 位 置 す る 第 ２ Ｒ Ｃ 並 列 回 路
を さ ら に 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 駆 動 回 路 は 、 前 記 転 換 さ れ た ２ ド ッ ト 反 転 方 式 に 対 応 す る デ ー タ 電 圧 を 出 力 す る た
め に 、 前 記 駆 動 転 換 信 号 の 入 力 を 受 け る 制 御 ピ ン を 有 す る デ ー タ ド ラ イ バ を さ ら に 含 む こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 多 数 の 画 素 は 、 毎 フ レ ー ム ご と に 極 性 が 反 転 さ れ て 、 毎 水 平 画 素 列 ご と に 極 性 が 反
転 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 液 晶 パ ネ ル は 、 少 な く と も 一 つ の 共 通 電 圧 供 給 配 線 を さ ら に 含 み 、 前 記 共 通 電 圧 供
給 配 線 の 一 端 を 通 じ て 前 記 多 数 の 共 通 配 線 に 供 給 さ れ る 共 通 電 圧 の 伝 達 を 受 け て 、 他 一 端
を 通 じ て 前 記 液 晶 パ ネ ル の 共 通 電 圧 を 前 記 駆 動 回 路 に 伝 達 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 第 １ ま た は 第 ２ の ２ ド ッ ト 反 転 方 式 の 極 性 配 列 を 有 す る 多 数 の 画 素 を 含 む 液 晶 パ ネ ル に
位 置 し て 、 水 平 方 向 に 延 長 さ れ た 多 数 の 共 通 配 線 に 共 通 電 圧 を 供 給 す る 段 階 と ；
　 前 記 液 晶 パ ネ ル の 共 通 電 圧 を 検 出 す る 段 階 と ；
　 前 記 液 晶 パ ネ ル の 共 通 電 圧 が 一 定 な レ ベ ル を 脱 し た 場 合 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の ２ ド ッ ト
反 転 方 式 の う ち の 一 つ を 他 の 一 つ に 転 換 す る 段 階 と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置
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の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 第 １ の ２ ド ッ ト 反 転 方 式 は 、 各 水 平 画 素 列 で 、 １ 、 ２ 、 ２ 、 ２ 、 ...画 素 単 位 で 極
性 を 反 転 す る 方 式 で あ っ て 、 前 記 第 ２ の ２ ド ッ ト 反 転 方 式 は 、 各 水 平 画 素 列 で 、 ２ 、 ２ 、
２ 、 ２ 、 ...画 素 単 位 で 極 性 を 反 転 す る 方 式 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ に 記 載 の
液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 液 晶 パ ネ ル は 、 第 １ な い し 第 ３ 領 域 を 有 し て 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 領 域 は 、 各 々 ２ の
倍 数 の 垂 直 方 向 の カ ラ ー 列 を 有 し て 、 前 記 第 １ 領 域 は 、 前 記 第 ３ 領 域 よ り 高 い 階 調 を 有 し
て 、 前 記 第 ３ 領 域 は 、 前 記 第 ２ 領 域 よ り 高 い 階 調 を 有 し て 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 領 域 は 、 交
互 に 配 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 領 域 の う ち の 一 つ は 、 ホ ワ イ ト を 表 示 し て 、 残 り の 一 つ は 、 ブ ラ ッ ク
を 表 示 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 液 晶 パ ネ ル の 共 通 電 圧 が 一 定 な レ ベ ル を 脱 し た 場 合 、 駆 動 転 換 信 号 を 出 力 す る 段 階
を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 駆 動 転 換 信 号 に よ っ て 前 記 転 換 さ れ た ２ ド ッ ト 反 転 方 式 に 対 応 す る デ ー タ 電 圧 を 出
力 す る 段 階 を さ ら に 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 多 数 の 画 素 は 、 毎 フ レ ー ム ご と に 極 性 が 反 転 さ れ て 、 毎 水 平 画 素 列 ご と に 極 性 が 反
転 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 第 １ ま た は 第 ２ の ２ ド ッ ト 反 転 方 式 の 極 性 配 列 を 有 す る 多 数 の 画 素 を 含 み 、 第 １ な い し
第 ３ 領 域 を 有 し て 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 領 域 は 、 各 々 ２ の 倍 数 の 垂 直 方 向 の カ ラ ー 列 を 有 し
て 、 前 記 第 １ 領 域 は 、 前 記 第 ３ 領 域 よ り 高 い 階 調 を 有 し て 、 前 記 第 ３ 領 域 は 、 前 記 第 ２ 領
域 よ り 高 い 階 調 を 有 す る 液 晶 パ ネ ル と ；
　 前 記 液 晶 パ ネ ル の 共 通 電 圧 ま た は ゲ ー ト 電 圧 が 一 定 な レ ベ ル を 脱 し た 場 合 、 前 記 第 １ 及
び 第 ２ の ２ ド ッ ト 反 転 方 式 の う ち の 一 つ を 他 の 一 つ に 転 換 す る 駆 動 回 路 部 を 含 む こ と を 特
徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 領 域 の う ち の 一 つ は 、 ホ ワ イ ト を 表 示 し て 、 残 り の 一 つ は 、 ブ ラ ッ ク
を 表 示 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ８ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 第 １ ま た は 第 ２ の ２ ド ッ ト 反 転 方 式 の 極 性 配 列 を 有 す る 多 数 の 画 素 を 含 み 、 第 １ な い し
第 ３ 領 域 を 有 し て 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 領 域 は 、 各 々 ２ の 倍 数 の 垂 直 方 向 の カ ラ ー 列 を 有 し
て 、 前 記 第 １ 領 域 は 、 前 記 第 ３ 領 域 よ り 高 い 階 調 を 有 し て 、 前 記 第 ３ 領 域 は 、 前 記 第 ２ 領
域 よ り 高 い 階 調 を 有 す る 液 晶 パ ネ ル と ；
　 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 領 域 の 極 性 が 不 均 一 な 場 合 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の ２ ド ッ ト 反 転 方 式 の
う ち の 一 つ を 他 の 一 つ に 転 換 す る 駆 動 回 路 部 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 領 域 の う ち の 一 つ は 、 ホ ワ イ ト を 表 示 し て 、 残 り の 一 つ は 、 ブ ラ ッ ク
を 表 示 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ０ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 表 示 装 置 に 係 り 、 特 に 、 液 晶 表 示 装 置 及 び そ の 駆 動 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
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　 デ ィ ス プ レ イ 装 置 の う ち 、 特 に 、 液 晶 表 示 装 置 は 、 小 型 及 び 薄 型 化 と 低 電 力 消 耗 の 長 所
を 有 し て 、 ノ ー ト 型 パ ソ コ ン 、 オ フ ィ ス オ ー ト メ ー シ ョ ン 機 器 、 オ ー デ ィ オ /ビ デ オ 機 器
等 に 利 用 さ れ て い る 。 特 に 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 と し て 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ Ｆ Ｔ が 利 用 さ れ
る ア ク テ ィ ブ マ ト リ ッ ク ス 型 の 液 晶 表 示 装 置 は 、 動 映 像 を 表 示 す る に 適 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 １ は 、 一 般 の 液 晶 表 示 装 置 の 基 本 構 成 を 示 し た ブ ロ ッ ク 構 成 図 で あ っ て 、 液 晶 パ ネ ル
２ と 駆 動 回 路 部 ２ ６ を 含 む 。
　 各 構 成 に お い て 、 イ ン タ フ ェ ー ス １ ０ は 、 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ 等 の よ う な 駆 動 シ ス
テ ム か ら 駆 動 回 路 部 ２ ６ に 入 力 さ れ る デ ー タ (Ｒ Ｇ Ｂ 　 Date)及 び 制 御 信 号 (入 力 ク ロ ッ ク
、 水 平 同 期 信 号 、 垂 直 同 期 信 号 、 デ ー タ イ ネ ー ブ ル 信 号 等 )の 入 力 を 受 け て タ イ ミ ン グ コ
ン ト ロ ー ラ １ ２ に 供 給 す る 。 主 に 、 駆 動 シ ス テ ム か ら デ ー タ 信 号 及 び 制 御 信 号 の 送 信 の た
め に 、 Ｌ Ｖ Ｄ Ｓ (Low Voltage Differential Signal)イ ン タ フ ェ ー ス と Ｔ Ｔ Ｌ イ ン タ フ ェ
ー ス 等 が 使 用 さ れ て い る 。 ま た 、 こ の よ う な イ ン タ フ ェ ー ス 機 能 を 集 め て タ イ ミ ン グ コ ン
ト ロ ー ラ １ ２ と 共 に 単 一 チ ッ プ に 集 積 さ せ て 使 用 す る 場 合 も あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 図 ２ は 、 図 １ の 構 成 の う ち 、 液 晶 パ ネ ル の 構 成 を 簡 略 し て 示 し た 図 で あ る 。
　 図 ２ に 示 し た よ う に 、 液 晶 パ ネ ル ２ に は 、 ガ ラ ス を 利 用 し た 基 板 上 に 、 垂 直 方 向 に 延 長
さ れ た 多 数 の デ ー タ 配 線 (Ｄ Ｌ １ ～ Ｄ Ｌ ｍ )と 水 平 方 向 に 延 長 さ れ た 多 数 の ゲ ー ト 配 線 (Ｇ
Ｌ １ ～ Ｇ Ｌ ｎ )が 交 差 さ れ 多 数 の 画 素 Ｐ が 定 義 さ れ る 。 ま た 、 多 数 の 共 通 配 線 (Ｃ Ｌ １ ～ Ｃ
Ｌ ｎ )が 水 平 方 向 に 延 長 さ れ て い る 。 各 々 の 画 素 Ｐ に は 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ Ｆ Ｔ と 液 晶
キ ャ パ シ タ Ｌ Ｃ が 構 成 さ れ 画 面 を 表 示 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 液 晶 キ ャ パ シ タ Ｌ Ｃ は 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ Ｆ Ｔ に 連 結 さ れ た 画 素 電 極 と 、 共 通 配 線 (
Ｃ Ｌ １ ～ Ｃ Ｌ ｎ )に 連 結 さ れ た 共 通 電 極 と 、 両 電 極 間 の 液 晶 層 と を 含 む 。 画 素 電 極 と 共 通
電 極 は 、 同 一 基 板 上 に 形 成 さ れ 横 電 界 を 形 成 す る 。 こ の よ う な 液 晶 表 示 装 置 は 、 横 電 界 方
式 の 液 晶 表 示 装 置 に 相 当 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ １ ２ は 、 イ ン タ フ ェ ー ス １ ０ を 通 じ て 入 力 さ れ る 制 御 信 号 を 利
用 し て 、 複 数 個 の ド ラ イ バ の 集 積 回 路 で 構 成 さ れ た デ ー タ ド ラ イ バ １ ８ と 複 数 個 の ゲ ー ト
ド ラ イ ブ の 集 積 回 路 で 構 成 さ れ た ゲ ー ト ド ラ イ バ ２ ０ を 駆 動 す る た め の 制 御 信 号 を 生 成 す
る 。 ま た 、 イ ン タ フ ェ ー ス １ ０ を 通 じ て 入 力 さ れ る デ ー タ を デ ー タ ド ラ イ バ １ ８ に 伝 送 す
る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ガ ン マ 基 準 電 圧 生 成 部 １ ６ は 、 デ ー タ ド ラ イ バ １ ８ で 使 用 さ れ る Ｄ Ａ Ｃ (Digitａ l To A
nalog Converter)の ガ ン マ 基 準 電 圧 を 生 成 す る 。 ガ ン マ 基 準 電 圧 は 、 パ ネ ル の 透 過 率 /電
圧 の 特 性 を 基 準 に 生 産 者 に よ っ て 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 デ ー タ ド ラ イ バ １ ８ は 、 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ １ ２ か ら 入 力 さ れ る 制 御 信 号 に 応 答 し
て 入 力 デ ー タ に 対 応 す る 基 準 電 圧 を 選 択 し て 、 デ ー タ 電 圧 を 液 晶 パ ネ ル ２ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ゲ ー ト ド ラ イ バ ２ ０ は 、 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ １ ２ か ら 入 力 さ れ る 制 御 信 号 に 応 答 し
て 、 液 晶 パ ネ ル ２ 上 に 配 列 さ れ た 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ Ｆ Ｔ の オ ン /オ フ の 制 御 を 行 う 。 液
晶 パ ネ ル ２ 上 の ゲ ー ト 配 線 (Ｇ Ｌ １ ～ Ｇ Ｌ ｎ )を １ 水 平 同 期 時 間 ず つ 順 に イ ネ ー ブ ル (enabl
e)さ せ て 、 液 晶 パ ネ ル ２ 上 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ Ｆ Ｔ を １ ラ イ ン 分 ず つ 順 に 駆 動 さ せ る 。
こ れ に 同 期 し て 、 デ ー タ ド ラ イ バ １ ８ か ら 供 給 さ れ る ア ナ ロ グ 映 像 信 号 が 各 薄 膜 ト ラ ン ジ
ス タ Ｔ Ｆ Ｔ に 接 続 さ れ た 画 素 Ｐ に 印 加 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 電 源 電 圧 生 成 部 １ ４ は 、 各 構 成 部 の 動 作 電 源 を 供 給 し て 、 液 晶 パ ネ ル ２ の 共 通 電 極 に 共
通 電 圧 を 供 給 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
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　 ま た 、 図 面 に は 示 し て な い が 、 一 つ 以 上 の ラ ン プ を 備 え て 、 液 晶 パ ネ ル ２ に 光 を 供 給 す
る バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト を さ ら に 含 む 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 前 述 し た よ う な 液 晶 表 示 装 置 は 、 画 素 電 極 の 電 圧 極 性 に 対 向 す る 共 通 電 極 を 基 準 に 、 一
画 素 周 期 に 反 転 さ せ 印 加 す る 駆 動 方 法 で あ る ド ッ ト 反 転  (Dot inversion)方 式 を 普 遍 的 に
使 用 し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の よ う な 反 転 駆 動 方 式 の う ち 、 特 に 、 水 平 ２ ド ッ ト 反 転 方 式 は 、 隣 接 領 域 間 の ブ ラ ッ
ク 及 び ホ ワ イ ト の 垂 直 方 向 の ス ト ラ イ プ パ タ ー ン (stripe pattern)を 表 示 す る 場 合 、 図 ３
の 表 示 パ タ ー ン で は 、 グ レ ー 表 示 領 域 Ｇ Ｒ で ク ロ ス ト ー ク が 発 生 す る 一 方 、 図 ４ の よ う な
表 示 パ タ ー ン で は 、 グ レ ー 領 域 Ｇ Ｒ で ク ロ ス ト ー ク が 発 生 し な い 。 こ れ は 、 図 ３ と 図 ４ の
表 示 パ タ ー ン が 含 む 画 素 駆 動 極 性 の 均 衡 に そ の 原 因 が あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 す な わ ち 、 図 ３ の 表 示 パ タ ー ン で 、 ｎ 番 目 の 水 平 画 素 列 は 、 ホ ワ イ ト 表 示 領 域 Ｗ Ｈ と ブ
ラ ッ ク 表 示 領 域 Ｂ Ｌ 各 々 の 正 極 性 (＋ )及 び 負 極 性 (-)の 画 素 の 均 衡 に お い て 、 ホ ワ イ ト 表
示 領 域 Ｗ で は 、 負 極 性 (-)の 画 素 が 多 く 、 ブ ラ ッ ク 表 示 領 域 Ｂ で は 、 正 極 性 (＋ )の 画 素 が
多 い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 次 の フ レ ー ム で 、 各 画 素 の 極 性 の 転 換 が 行 わ れ る と し て も 、 正 極 性 (＋ )及 び 負 極 性 (-)
の 画 素 間 の 不 均 衡 が 発 生 す る 。 一 方 、 ホ ワ イ ト デ ー タ 電 圧 の 振 幅 は 、 最 も 大 き く 、 ブ ラ ッ
ク デ ー タ 電 圧 の 振 幅 は 、 最 も 小 さ く 、 グ レ ー デ ー タ 電 圧 の 振 幅 は 、 中 間 程 度 で あ る 。 ま た
、 デ ー タ 配 線 は 、 ｎ 番 目 の 共 通 配 線 と カ ッ プ ル リ ン グ さ れ て 、 デ ー タ 電 圧 は 、 ｎ 番 目 の 共
通 配 線 に 反 映 さ れ る 。 こ れ に よ っ て 、 ｎ 番 目 の 共 通 配 線 の 共 通 電 圧 Ｖ ｃ ｏ ｍ は 、 低 い 電 圧
レ ベ ル で シ フ ト さ れ る 。 一 方 、 (ｎ ＋ １ )番 目 の 水 平 画 素 列 で の 極 性 配 列 は 、 ｎ 番 目 の 水 平
画 素 列 と は 反 対 に な る 。 従 っ て 、 ｎ 番 目 の 共 通 配 線 の 共 通 電 圧 Ｖ ｃ ｏ ｍ は 、 高 い 電 圧 レ ベ
ル で シ フ ト さ れ る 。 結 局 、 垂 直 方 向 に 沿 っ て 共 通 電 圧 Ｖ ｃ ｏ ｍ は 、 高 い リ ッ プ ル (ripple)
を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 と こ ろ が 、 図 ４ の 表 示 パ タ ー ン で 、 ｎ 番 目 の 水 平 画 素 列 は 、 ホ ワ イ ト 表 示 領 域 Ｗ Ｈ と ブ
ラ ッ ク 表 示 領 域 Ｂ Ｌ 各 々 の 正 極 性 (＋ )及 び 負 極 性 (-)の 画 素 間 の 均 衡 を 保 つ 。 こ れ に よ っ
て 、 デ ー タ 配 線 と 共 通 配 線 間 の カ ッ プ ル リ ン グ は 、 最 小 化 す る 。 従 っ て 、 共 通 電 圧 の リ ッ
プ ル は 、 相 互 に 相 殺 さ れ 、 図 ３ に 比 べ て 、 電 圧 リ ッ プ ル が 殆 ど 発 生 し な い 傾 向 が あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ３ で の リ ッ プ ル は 、 ク ロ ス ト ー ク に 対 す る 許 容 量 よ り 多 い た め に 、 グ レ ー 表 示 領 域 Ｇ
Ｒ で ク ロ ス ト ー ク が 発 生 し て 画 質 が 低 下 す る 。 こ れ に 比 べ て 、 図 ４ で の リ ッ プ ル は 、 相 殺
さ れ ク ロ ス ト ー ク に 対 す る 許 容 量 よ り 小 さ い た め に 、 グ レ ー 表 示 領 域 Ｇ Ｒ で ク ロ ス ト ー ク
が 発 生 し な い 。
　 こ の よ う に 、 各 水 平 画 素 列 で デ ー タ 変 換 の 不 均 衡 に よ っ て 発 生 す る 電 圧 リ ッ プ ル は 、 Ｃ
Ｏ Ｇ (Chip on Glass)技 術 の 具 現 の た め に Ｌ Ｏ Ｇ (Line On Glass)配 線 を 形 成 し た 大 面 積 の
表 示 装 置 で 著 し く 発 生 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 一 方 、 前 述 し た よ う な リ ッ プ ル は 、 ゲ ー ト 電 圧 に 対 し て も 発 生 し て 、 ゲ ー ト 電 圧 に 発 生
し た リ ッ プ ル も グ レ ー 表 示 領 域 Ｇ Ｒ に ク ロ ス ト ー ク を 誘 発 す る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 は 、 前 述 し た よ う な 問 題 を 解 決 す る た め に 案 出 さ れ て お り 、 ク ロ ス ト ー ク を 防 い
で 画 質 を 改 善 す る 液 晶 表 示 装 置 及 び そ の 製 造 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
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　 本 発 明 は 、 前 述 し た よ う な 目 的 を 達 成 す る た め に 、 第 １ ま た は 第 ２ の ２ ド ッ ト 反 転 方 式
の 極 性 配 列 を 有 す る 多 数 の 画 素 を 含 み 、 水 平 方 向 に 延 長 さ れ て 、 共 通 電 圧 の 供 給 を 受 け る
多 数 の 共 通 配 線 を 有 す る 液 晶 パ ネ ル と ； 前 記 液 晶 パ ネ ル の 共 通 電 圧 が 一 定 な レ ベ ル を 脱 し
た 場 合 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の ２ ド ッ ト 反 転 方 式 の う ち か ら 一 つ を 他 の 一 つ に 転 換 す る 駆 動
回 路 部 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ こ で 、 前 記 第 １ の ２ ド ッ ト 反 転 方 式 は 、 各 水 平 画 素 列 で 、 １ 、 ２ 、 ２ 、 ...画 素 単 位
で 極 性 を 反 転 す る 方 式 で あ っ て 、 前 記 第 ２ の ２ ド ッ ト 反 転 方 式 は 、 各 水 平 画 素 列 で 、 ２ 、
２ 、 ２ 、 ２ 、 ...画 素 単 位 で 極 性 を 反 転 す る 方 式 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 前 記 液 晶 パ ネ ル は 、 第 １ な い し 第 ３ 領 域 を 有 し て 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 領 域 は 、 各 々 ２ の
倍 数 の 垂 直 方 向 の カ ラ ー 列 を 有 し て 、 前 記 第 １ 領 域 は 、 前 記 第 ３ 領 域 よ り 高 い 階 調 を 有 し
て 、 前 記 第 ３ 領 域 は 、 前 記 第 ２ 領 域 よ り 高 い 階 調 を 有 し て 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 領 域 は 、 交
互 に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 領 域 の う ち の 一 つ は 、 ホ ワ イ ト を 表 示 し て 、 残 り の 一 つ は 、 ブ ラ ッ ク
を 表 示 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 前 記 駆 動 回 路 部 は 、 前 記 液 晶 パ ネ ル の 共 通 電 圧 が 一 定 な レ ベ ル を 脱 し た 場 合 、 駆 動 転 換
信 号 を 出 力 す る 反 転 制 御 回 路 部 を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 前 記 反 転 制 御 回 路 部 は 、 前 記 液 晶 パ ネ ル の 共 通 電 圧 の 入 力 を 受 け る 入 力 端 と 、 前 記 入 力
さ れ た 共 通 電 圧 が 一 定 な レ ベ ル を 脱 し た 場 合 、 前 記 駆 動 転 換 信 号 を 生 成 す る ス イ ッ チ ン グ
ト ラ ン ジ ス タ と 、 前 記 駆 動 転 換 信 号 を 出 力 す る 出 力 端 を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 前 記 反 転 制 御 回 路 部 は 、 前 記 入 力 端 と ス イ ッ チ ン グ ト ラ ン ジ ス タ 間 に 位 置 す る 第 １ Ｒ Ｃ
並 列 回 路 と 、 前 記 ス イ ッ チ ン グ ト ラ ン ジ ス タ と 前 記 出 力 端 間 に 位 置 す る 第 ２ Ｒ Ｃ 並 列 回 路
を さ ら に 含 む 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 前 記 駆 動 回 路 は 、 前 記 転 換 さ れ た ２ ド ッ ト 反 転 方 式 に 対 応 す る デ ー タ 電 圧 を 出 力 す る た
め に 、 前 記 駆 動 転 換 信 号 の 入 力 を 受 け る 制 御 ピ ン を 有 す る デ ー タ ド ラ イ バ を さ ら に 含 む 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 前 記 多 数 の 画 素 は 、 毎 フ レ ー ム ご と に 極 性 が 反 転 さ れ て 、 毎 水 平 画 素 列 ご と に 極 性 が 反
転 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 前 記 液 晶 パ ネ ル は 、 少 な く と も 一 つ の 共 通 電 圧 供 給 配 線 を さ ら に 含 み 、 前 記 共 通 電 圧 供
給 配 線 の 一 端 を 通 じ て 前 記 多 数 の 共 通 配 線 に 供 給 さ れ る 共 通 電 圧 の 伝 達 を 受 け て 、 他 一 端
を 通 じ て 前 記 液 晶 パ ネ ル の 共 通 電 圧 を 前 記 駆 動 回 路 に 伝 達 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 第 １ ま た は 第 ２ の ２ ド ッ ト 反 転 方 式 の 極 性 配 列 を 有 す る 多 数 の 画 素 を
含 む 液 晶 パ ネ ル に 位 置 し て 、 水 平 方 向 に 延 長 さ れ た 多 数 の 共 通 配 線 に 共 通 電 圧 を 供 給 す る
段 階 と ； 前 記 液 晶 パ ネ ル の 共 通 電 圧 を 検 出 す る 段 階 と ； 前 記 液 晶 パ ネ ル の 共 通 電 圧 が 一 定
な レ ベ ル を 脱 し た 場 合 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の ２ ド ッ ト 反 転 方 式 の う ち の 一 つ を 他 の 一 つ に
転 換 す る 段 階 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ こ で 、 前 記 第 １ の ２ ド ッ ト 反 転 方 式 は 、 各 水 平 画 素 列 で 、 １ 、 ２ 、 ２ 、 ２ 、 ...画 素
単 位 で 極 性 を 反 転 す る 方 式 で あ っ て 、 前 記 第 ２ の ２ ド ッ ト イ ン バ ー ジ ョ ン 方 式 は 、 各 水 平
画 素 列 で 、 ２ 、 ２ 、 ２ 、 ２ 、 ...画 素 単 位 で 極 性 を 反 転 す る 方 式 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 前 記 液 晶 パ ネ ル は 、 第 １ な い し 第 ３ 領 域 を 有 し て 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 領 域 は 、 各 々 ２ の
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倍 数 の 垂 直 方 向 の カ ラ ー 列 を 有 し て 、 前 記 第 １ 領 域 は 、 前 記 第 ３ 領 域 よ り 高 い 階 調 を 有 し
て 、 前 記 第 ３ 領 域 は 、 前 記 第 ２ 領 域 よ り 高 い 階 調 を 有 し て 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 領 域 は 、 交
互 に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 領 域 の う ち の 一 つ は 、 ホ ワ イ ト を 表 示 し て 、 残 り の 一 つ は 、 ブ ラ ッ ク
を 表 示 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 前 記 液 晶 パ ネ ル の 共 通 電 圧 が 一 定 な レ ベ ル を 脱 し た 場 合 、 駆 動 転 換 信 号 を 出 力 す る 段 階
を 含 む 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 前 記 駆 動 転 換 信 号 に よ っ て 前 記 転 換 さ れ た ２ ド ッ ト 反 転 方 式 に 対 応 す る デ ー タ 電 圧 を 出
力 す る 段 階 を さ ら に 含 む 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 前 記 多 数 の 画 素 は 、 毎 フ レ ー ム ご と に 極 性 が 反 転 さ れ て 、 毎 水 平 画 素 列 ご と に 極 性 が 反
転 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 は 、 第 １ ま た は 第 ２ の ２ ド ッ ト 反 転 方 式 の 極 性 配 列 を 有 す る 多 数 の 画 素
を 含 み 、 第 １ な い し 第 ３ 領 域 を 有 し て 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 領 域 は 、 各 々 ２ の 倍 数 の 垂 直 方
向 の カ ラ ー 列 を 有 し て 、 前 記 第 １ 領 域 は 、 前 記 第 ３ 領 域 よ り 高 い 階 調 を 有 し て 、 前 記 第 ３
領 域 は 、 前 記 第 ２ 領 域 よ り 高 い 階 調 を 有 す る 液 晶 パ ネ ル と ； 前 記 液 晶 パ ネ ル の 共 通 電 圧 ま
た は ゲ ー ト 電 圧 が 一 定 な レ ベ ル を 脱 し た 場 合 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の ２ ド ッ ト 反 転 方 式 の う
ち の 一 つ を 他 の 一 つ に 転 換 す る 駆 動 回 路 部 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 を 提 供 す
る 。
　 こ こ で 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 領 域 の う ち の 一 つ は 、 ホ ワ イ ト を 表 示 し て 、 残 り の 一 つ は 、
ブ ラ ッ ク を 表 示 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 一 方 、 本 発 明 は 、 第 １ ま た は 第 ２ の ２ ド ッ ト 反 転 方 式 の 極 性 配 列 を 有 す る 多 数 の 画 素 を
含 み 、 第 １ な い し 第 ３ 領 域 を 有 し て 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 領 域 は 、 各 々 ２ の 倍 数 の 垂 直 方 向
の カ ラ ー 列 を 有 し て 、 前 記 第 １ 領 域 は 、 前 記 第 ３ 領 域 よ り 高 い 階 調 を 有 し て 、 前 記 第 ３ 領
域 は 、 前 記 第 ２ 領 域 よ り 高 い 階 調 を 有 す る 液 晶 パ ネ ル と ； 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 領 域 の 極 性 が
不 均 一 な 場 合 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の ２ ド ッ ト 反 転 方 式 の う ち の 一 つ を 他 の 一 つ に 転 換 す る
駆 動 回 路 部 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 を 提 供 す る 。
　 こ こ で 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 領 域 の う ち の 一 つ は 、 ホ ワ イ ト を 表 示 し て 、 残 り の 一 つ は 、
ブ ラ ッ ク を 表 示 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 以 下 、 添 付 さ れ た 図 を 参 照 し て 、 本 発 明 の 実 施 例 を 詳 し く 説 明 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 は 、 水 平 ２ ド ッ ト 反 転 方 式 で 画 素 の 極 性 不 均 衡 が 発
生 す る 場 合 、 こ れ と は 異 な る 水 平 ２ ド ッ ト 反 転 方 式 に 変 換 す る 。 こ れ に よ っ て 、 ク ロ ス ト
ー ク 等 の 画 質 不 良 を 改 善 す る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ４ １ 】
　 本 発 明 の 実 施 例 で は 、 水 平 ２ ド ッ ト 反 転 駆 動 で 極 性 の 不 均 衡 が 発 生 す る 場 合 、 反 転 駆 動
を 変 換 し て 、 電 圧 リ ッ プ ル を 減 少 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 ５ は 、 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 を 示 し た ブ ロ ッ ク 構 成 図 で あ っ て 、 図 ６ は
、 図 ５ の 液 晶 パ ネ ル を 示 し た 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 ７ は 、 図 ５ の 反 転 制 御 回 路 部 を 示 し た 回 路 図 で あ っ て 、 図 ８ と 図 ９ は 各 々 、 本 発 明 の
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実 施 例 に よ る 第 １ 及 び 第 ２ の ２ ド ッ ト 反 転 方 式 で 画 素 の 極 性 配 列 を 示 し た 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 図 ５ に 示 し た よ う に 、 液 晶 表 示 装 置 は 、 液 晶 パ ネ ル ５ ０ と 駆 動 回 路 部 を 含 む 。 駆 動 回 路
部 は 、 反 転 制 御 回 路 部 ６ ０ 及 び デ ー タ ド ラ イ バ ７ ０ を 含 む 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 液 晶 パ ネ ル ５ ０ は 、 赤 色 Ｒ 、 緑 色 Ｇ 、 青 色 Ｂ の カ ラ ー 表 示 の た め の 多 数 の 画 素 が 構 成 さ
れ て い る 。 図 面 に は 示 し て な い が 、 液 晶 パ ネ ル ５ ０ は 、 図 ２ と 類 似 に 、 相 互 に 交 差 し て 画
素 を 定 義 す る 多 数 の ゲ ー ト 配 線 と デ ー タ 配 線 、 多 数 の 共 通 配 線 を 含 む 。 各 画 素 は 、 薄 膜 ト
ラ ン ジ ス タ と 液 晶 キ ャ パ シ タ を 含 む 。 液 晶 キ ャ パ シ タ は 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ に 連 結 さ れ た
画 素 電 極 と 、 共 通 電 極 と 、 両 電 極 間 に 位 置 す る 液 晶 層 と を 含 む 。 画 素 電 極 と 共 通 電 極 は 、
横 電 界 を 形 成 す る 。 画 素 の 極 性 は 、 毎 周 期 ご と に 毎 水 平 画 素 列 ご と に 変 化 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 図 ６ に 示 し た よ う に 、 各 画 素 の 共 通 電 極 に 共 通 電 圧 を 供 給 す る た め に 、 少 な く と も 一 つ
の 共 通 電 圧 供 給 配 線 ５ ２ が 液 晶 パ ネ ル の 端 に 構 成 さ れ る 。 少 な く と も 一 つ の 共 通 電 圧 供 給
配 線 ５ ２ は 、 多 数 の 共 通 配 線 に 連 結 さ れ 共 通 電 圧 を 共 通 電 極 に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 共 通 配 線 ５ ２ は 、 液 晶 パ ネ ル ５ ０ の 側 端 に テ ー プ キ ャ リ ア パ ッ ケ ー ジ (TCP)等 で 連 結 さ
れ た ゲ ー ト ド ラ イ バ が 構 成 さ れ る 場 合 、 ゲ ー ト ド ラ イ バ と Ｔ Ｃ Ｐ を 通 じ て 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 共 通 電 圧 供 給 配 線 ５ ２ の 一 端 で あ る "Ａ "と "Ｂ "地 点 を 通 じ て 、 電 源 電 圧 部 か ら 共 通 電 圧
が 供 給 さ れ る 。 ま た 、 共 通 電 圧 供 給 配 線 ５ ２ の 他 一 端 で あ る " Ｃ "と " Ｄ "地 点 を 通 じ て 、
反 転 制 御 回 路 部 ６ ０ は 、 液 晶 パ ネ ル ５ ０ の 共 通 電 圧 を 検 出 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 反 転 制 御 回 路 部 ６ ０ は 、 液 晶 パ ネ ル ７ ０ の 共 通 電 圧 の 入 力 を 受 け て 、 入 力 さ れ た 共 通 電
圧 が 許 容 さ れ た 電 圧 レ ベ ル を 超 す 場 合 、 液 晶 パ ネ ル ５ ０ の ド ッ ト 反 転 方 式 を 変 更 す る よ う
に 指 示 す る 駆 動 転 換 信 号 を 出 力 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 図 ７ は 、 反 転 制 御 回 路 部 を 示 し た 回 路 図 で あ る 。
　 図 ７ に 示 し た よ う に 、 回 路 構 成 は 、 共 通 電 圧 配 線 ５ ２ か ら 検 出 さ れ た 共 通 電 圧 Ｖ ｃ ｏ ｍ
_ｆ が 印 加 さ れ る 共 通 電 圧 入 力 端 ６ １ と 、 検 出 さ れ た 共 通 電 圧 Ｖ ｃ ｏ ｍ _ｆ に よ っ て ス イ ッ
チ ン グ が 制 御 さ れ て 、 駆 動 電 圧 Ｖ Ｄ の 入 力 を 受 け て 駆 動 転 換 信 号 Ｖ ｓ _ｉ ｎ ｖ を 出 力 す る
ス イ ッ チ ン グ ト ラ ン ジ ス タ Ｔ １ と 、 共 通 電 圧 入 力 端 ６ １ と ス イ ッ チ ン グ ト ラ ン ジ ス タ Ｔ １
間 に 構 成 さ れ て 、 ス イ ッ チ ン グ ト ラ ン ジ ス タ Ｔ １ の ス イ ッ チ ン グ 速 度 を 決 め る 第 １ Ｒ Ｃ 並
列 回 路 ６ ２ と 、 ス イ ッ チ ン グ ト ラ ン ジ ス タ Ｔ １ か ら 駆 動 転 換 信 号 出 力 端 ６ ４ に 出 力 さ れ る
駆 動 転 換 信 号 Ｖ ｓ _ｉ ｎ ｖ の 信 号 減 殺 を 防 ぐ た め の 第 ２ Ｒ Ｃ 並 列 回 路 ６ ３ を 含 む 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 共 通 電 圧 入 力 端 ６ １ に 入 力 さ れ た 共 通 電 圧 Ｖ ｃ ｏ ｍ _ｆ は 、 ス イ ッ チ ン グ ト ラ ン ジ ス タ
Ｔ １ の ゲ ー ト 電 極 に 入 力 さ れ る 際 に 、 第 １ Ｒ Ｃ 並 列 回 路 ６ ２ の Ｒ Ｃ 時 定 数 に よ っ て ス イ ッ
チ ン グ ト ラ ン ジ ス タ Ｔ １ の ス イ ッ チ ン グ 速 度 が 決 ま る 。 ス イ ッ チ ン グ ト ラ ン ジ ス タ Ｔ １ は
、 共 通 電 圧 Ｖ ｃ ｏ ｍ _ｆ が 一 定 な レ ベ ル を 脱 す る 場 合 、 駆 動 転 換 信 号 出 力 端 ６ ４ に 駆 動 転
換 信 号 Ｖ ｓ _ｉ ｎ ｖ を 出 力 す る 。 一 定 な レ ベ ル は 、 基 準 共 通 電 圧 に 許 容 量 を 加 え た レ ベ ル
で あ る 。 基 準 共 通 電 圧 は 、 共 通 電 極 に 供 給 さ れ る 共 通 電 圧 で あ っ て 、 許 容 量 は 、 検 出 さ れ
た 共 通 電 圧 Ｖ ｃ ｏ ｍ _ｆ の リ ッ プ ル が ク ロ ス ト ー ク を 発 生 さ せ な い 程 度 の 量 に 当 た る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ス イ ッ チ ン グ ト ラ ン ジ ス タ Ｔ １ か ら 出 力 さ れ た 駆 動 転 換 信 号 Ｖ ｓ _ｉ ｎ ｖ は 、 第 ２ Ｒ Ｃ
並 列 回 路 ６ ３ に よ っ て ノ イ ズ 除 去 及 び 信 号 減 殺 が 防 げ て 出 力 さ れ る 。 共 通 電 圧 入 力 端 ６ １
と 第 １ Ｒ Ｃ 並 列 回 路 ６ ２ 間 と 、 ス イ ッ チ ン グ ト ラ ン ジ ス タ Ｔ １ と 駆 動 電 圧 Ｖ Ｄ 間 と 、 ス イ
ッ チ ン グ ト ラ ン ジ ス タ Ｔ １ と 第 ２ Ｒ Ｃ 並 列 回 路 ６ ３ 間 に は 、 抵 抗 Ｒ １ 、 Ｒ ３ 、 Ｒ ４ が 位 置
す る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
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　 反 転 制 御 回 路 部 ６ ０ の 駆 動 転 換 信 号 出 力 端 ６ ４ を 通 じ て 出 力 さ れ た 駆 動 転 換 信 号 Ｖ ｓ _
ｉ ｎ ｖ は 、 デ ー タ ド ラ イ バ ７ ０ に 入 力 さ れ る 。 デ ー タ ド ラ イ バ ７ ０ は 、 駆 動 転 換 信 号 Ｖ ｓ
_ｉ ｎ ｖ の 入 力 を 受 け る た め の 別 途 の 制 御 ピ ン を 有 す る 。 駆 動 転 換 信 号 Ｖ ｓ _ｉ ｎ ｖ の 入 力
が 遂 行 さ れ る 度 に 、 液 晶 パ ネ ル ５ ０ の ド ッ ト 反 転 方 式 を 変 換 す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 例 え ば 、 図 ８ に 示 し た よ う に 、 駆 動 転 換 信 号 Ｖ ｓ _ｉ ｎ ｖ が 入 力 さ れ る 以 前 、 デ ー タ ド
ラ イ バ ７ ０ に よ っ て 液 晶 パ ネ ル ５ ０ に 構 成 さ れ た 各 水 平 画 素 列 の 一 番 目 の 画 素 を 第 １ 極 性
に よ っ て 駆 動 し た 後 、 次 の 二 つ の 画 素 が 第 ２ 極 性 に よ っ て 駆 動 さ れ る 形 態 、 す な わ ち 、 デ
ー タ 電 圧 の 極 性 が １ 、 ２ 、 ２ 、 ２ 、 ...画 素 単 位 で 反 転 さ れ た 形 態 の 第 １ の ２ ド ッ ト 反 転
方 式 に よ っ て 駆 動 さ れ る 。 こ の 時 、 二 列 の ホ ワ イ ト と 二 列 の ブ ラ ッ ク が 交 互 に 配 置 さ れ た
ス ト ラ イ プ パ タ ー ン が 表 示 さ れ て 、 グ レ ー が 表 示 さ れ る 。 ホ ワ イ ト は 、 最 も 高 い 階 調 で あ
っ て 、 ブ ラ ッ ク は 、 最 も 低 い 階 調 で あ り 、 グ レ ー は 、 中 間 程 度 の 階 調 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 こ の 場 合 は 、 図 ３ と 類 似 に 、 ホ ワ イ ト 表 示 領 域 Ｗ Ｈ と ブ ラ ッ ク 表 示 領 域 Ｂ Ｌ で は 、 極 性
の 不 均 衡 が 発 生 す る 。 一 方 、 ホ ワ イ ト デ ー タ 電 圧 の 振 幅 は 、 最 も 大 き く て 、 ブ ラ ッ ク デ ー
タ 電 圧 の 振 幅 は 、 最 も 小 さ く 、 グ レ ー デ ー タ 電 圧 の 振 幅 は 、 中 間 程 度 で あ る 。 こ れ に よ っ
て 、 共 通 電 圧 の リ ッ プ ル が 許 容 量 を 越 し て 、 グ レ ー 領 域 Ｇ Ｒ で は 、 ク ロ ス ト ー ク が 発 生 す
る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 イ ン バ ー ジ ョ ン 制 御 回 路 部 ６ ０ は 、 共 通 電 圧 を 検 出 す る が 、 リ ッ プ ル に よ っ て 共 通 電 圧
が 一 定 な レ ベ ル を 脱 す る の で 、 反 転 制 御 回 路 部 ６ ０ は 、 駆 動 転 換 信 号 Ｖ ｓ _ｉ ｎ ｖ を デ ー
タ ド ラ イ バ ７ ０ に 出 力 す る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 こ れ に よ っ て 、 図 ９ に 示 し た よ う に 、 デ ー タ ド ラ イ バ ７ ０ は 、 液 晶 パ ネ ル ５ ０ に 構 成 さ
れ た 各 水 平 画 素 列 の 初 め の 二 つ の 画 素 を 第 １ 極 性 に よ っ て 駆 動 し た 後 、 次 の 二 つ の 画 素 が
第 ２ 極 性 に よ っ て さ れ る 、 す な わ ち 、 デ ー タ 極 性 が ２ 、 ２ 、 ２ 、 ２ 、 ...画 素 単 位 に 反 転
さ れ た 形 態 の 第 ２ の ２ ド ッ ト 反 転 方 式 に よ っ て 駆 動 す る よ う に 変 更 さ れ る 。 こ れ に よ っ て
、 液 晶 パ ネ ル ５ ０ の 各 水 平 画 素 列 は 、 ホ ワ イ ト 表 示 領 域 Ｗ Ｈ と ブ ラ ッ ク 表 示 領 域 Ｂ Ｌ で 、
正 極 性 (＋ )及 び 負 極 性 (-)の 均 衡 を 保 つ よ う に な る 。 従 っ て 、 共 通 電 圧 の リ ッ プ ル は 、 殆
ど 相 殺 さ れ て 、 許 容 量 の 範 囲 内 に あ り 、 グ レ ー 領 域 Ｇ Ｒ で は 、 ク ロ ス ト ー ク が 発 生 し な く
な る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 一 方 、 第 ２ の ２ ド ッ ト 反 転 方 式 が 極 性 の 不 均 衡 を 引 き 起 こ し て ク ロ ス ト ー ク を 発 生 さ せ
る 場 合 は 、 第 １ の ２ ド ッ ト 反 転 方 式 に 変 換 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 ま た 、 リ ッ プ ル は 、 ゲ ー ト 電 圧 に 対 し て も 発 生 す る 。 す な わ ち 、 ゲ ー ト 配 線 が デ ー タ 配
線 と カ ッ プ ル リ ン グ さ れ 、 垂 直 方 向 に ゲ ー ト 電 圧 の リ ッ プ ル が 発 生 す る 。 こ の 場 合 、 反 転
制 御 回 路 部 は 、 ゲ ー ト 配 線 の 一 端 で ゲ ー ト 電 圧 を 検 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 各 々 二 列 を 有 す る ホ ワ イ ト 及 び ブ ラ ッ ク の ス ト ラ イ プ パ タ ー ン 以 外 に も 、 ２ の 倍 数 の 列
を 有 す る ホ ワ イ ト 及 び ブ ラ ッ ク の ス ト ラ イ プ パ タ ー ン に 対 し て も 、 本 発 明 の 実 施 例 は 、 適
用 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 ま た 、 共 通 配 線 が 画 素 電 極 と 重 な っ て ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ を 形 成 す る ス ト レ ー ジ オ ン
コ モ ン (storage-on-common)方 式 の 液 晶 表 示 装 置 に 対 し て も 、 本 発 明 の 実 施 例 は 、 適 用 さ
れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ２ 】
【 図 １ 】 一 般 的 な 液 晶 表 示 装 置 を 示 し た ブ ロ ッ ク 構 成 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 構 成 の う ち 、 液 晶 パ ネ ル の 構 成 を 簡 略 し て 示 し た 図 で あ る 。
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【 図 ３ 】 従 来 の 水 平 ２ ド ッ ト 反 転 方 式 で ク ロ ス ト ー ク が 発 生 さ れ る 画 素 の 極 性 配 列 を 示 し
た 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 従 来 の 水 平 ２ ド ッ ト 反 転 方 式 で ク ロ ス ト ー ク が 発 生 さ れ な い 画 素 の 極 性 配 列 を 示
し た 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 を 示 し た ブ ロ ッ ク 構 成 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ５ の 液 晶 パ ネ ル を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ５ の 反 転 制 御 回 路 部 を 示 し た 回 路 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 第 １ の ２ ド ッ ト 反 転 方 式 で 画 素 の 極 性 配 列 を 示 し た 図 で あ
る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 第 ２ の ２ ド ッ ト 反 転 方 式 で 画 素 の 極 性 配 列 を 示 し た 図 で あ
る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ３ 】
５ ０ ： 液 晶 パ ネ ル
６ ０ ： 反 転 制 御 回 路 部
７ ０ ： ソ ー ス ド ラ イ バ
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

(11) JP 2008-15464 A 2008.1.24



フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                    テーマコード（参考）
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６１１Ｄ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６２３Ｃ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６２３Ａ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６１２Ｒ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６２４Ｃ          　　　　　

(74)代理人  100104352
            弁理士　朝日　伸光
(74)代理人  100128657
            弁理士　三山　勝巳
(72)発明者  キム　ソクス
            大韓民国　７３０－３００　キョンサンブッド　グミシ　グピョンドン　ブヨン　アパート　２０
            ６／８０６
(72)発明者  チェ　スンヨン
            大韓民国　１５６－０９１　ソウル　ドンジャック　サダン１ドン　１０４８－２９
Ｆターム(参考) 2H093 NA16  NA32  NA33  NA34  NA43  NA53  NC13  NC34  NC58  ND15 
　　　　 　　        ND35 
　　　　 　　  5C006 AC11  AC21  AF45  AF71  BB16  BC06  FA16 
　　　　 　　  5C080 AA10  BB05  DD10  JJ02  JJ03  JJ04  JJ06  KK02  KK43 

(12) JP 2008-15464 A 2008.1.24



专利名称(译) 液晶显示装置及其驱动方法

公开(公告)号 JP2008015464A 公开(公告)日 2008-01-24

申请号 JP2006349127 申请日 2006-12-26

[标]申请(专利权)人(译) 乐金显示有限公司

申请(专利权)人(译) Eruji.菲利普斯杜天公司，有限公司

[标]发明人 キムソクス
チェスンヨン

发明人 キム ソクス
チェ スンヨン

IPC分类号 G09G3/36 G02F1/133 G09G3/20

CPC分类号 G09G3/3614 G09G3/3688 G09G2320/0209

FI分类号 G09G3/36 G02F1/133.525 G02F1/133.575 G02F1/133.550 G09G3/20.621.B G09G3/20.611.D G09G3
/20.623.C G09G3/20.623.A G09G3/20.612.R G09G3/20.624.C

F-TERM分类号 2H093/NA16 2H093/NA32 2H093/NA33 2H093/NA34 2H093/NA43 2H093/NA53 2H093/NC13 2H093
/NC34 2H093/NC58 2H093/ND15 2H093/ND35 5C006/AC11 5C006/AC21 5C006/AF45 5C006/AF71 
5C006/BB16 5C006/BC06 5C006/FA16 5C080/AA10 5C080/BB05 5C080/DD10 5C080/JJ02 5C080
/JJ03 5C080/JJ04 5C080/JJ06 5C080/KK02 5C080/KK43 2H193/ZA04 2H193/ZC02 2H193/ZC14 
2H193/ZC15 2H193/ZC20 2H193/ZD23 2H193/ZH21 2H193/ZH26

代理人(译) 臼井伸一
朝日 伸光

优先权 1020060060772 2006-06-30 KR

其他公开文献 JP4597950B2

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：提供一种显示装置，更具体地说是一种液晶显示装置及
其驱动方法。ŽSOLUTION：提供了一种液晶显示装置，包括液晶面板，
该液晶面板包括具有第一和第二双点反转系统的极性阵列的多个像素，
并且具有多个公共布线，这些布线水平延伸以接收供电公共电压，包括
用于将第一和第二点反转系统之一转换为另一个的驱动电路部分。Ž

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/ba59430e-131d-4c1e-9178-4561565869c1
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/037712126/publication/JP2008015464A?q=JP2008015464A

